




長期格納時は燃料を抜いてください。

●長期間使用しないで格納する時は、燃料タンク・気化器内部の燃料を抜いてください。
●燃料が残っていると変質してエンジンの不具合を起こしたり、火災の原因となります。
●取扱説明書の指示に従って、点検整備を行ってください。自分で修理ができない場合には、販売
店へ修理を依頼してください。

16

刈払機の調子が悪い時は、すぐ作業をやめてください。

●刈払機が突然ぶれたり振動したり、異常と思われる時はすぐエンジンを停止します。原因が分
かり、修理が終わるまで刈払機を使用しないでください。
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キックバック現象の無い、能率のあがる刈刃位置で
作業しましょう。

●一般的な刈払機は、刈刃が反時計回りに回転します。刈刃の先端部と右側90°の範囲で、切り
株などの障害物に接触すると、刈刃の回転方向の反対側へ跳ね返る「キックバック」が起こり大
変危険です。刃の左側の前1/3 「草を刈る位置」で刈りましょう。

●刈刃が岩、石、立木、切株など障害物に接触すると作業者側に跳ね返り、刈刃と接触する恐れ
があります。刈刃を無理に振り回したり、木へ押し当てたり、地面に食い込ませないようにしま
しょう。刈払機で樹木の枝を伐採するのも危険です。
●また、刈刃を高く持ち上げて使用すると飛散物が顔面に飛んでくることがあります。必ず低くし
て使用してください。
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刈払作業を快適に行うために。

●正しい作業姿勢で刈払作業を行いましょう。
　（例）：U（両手）ハンドルの場合
・肩掛けバンドを正しく着用し、腰バンドを締め付け、刈払機を肩掛けバンドに装着します。
・両手で左右のグリップを握り、グリップに親指を掛け、他の指とともにグリップを囲むように
握ってください。刈払機は片手で使用しないでください。
・肩掛けバンドには緊急離脱装置が付いています。火災など緊急の場合は緊急離脱つま
み（緊急離脱ピン）を上に引き、刈払機を身体から離してください。

●連続的な作業ですから、体と刈払機が一体となって重心移動を行い、リズムある動作で作業す
れば体がラクです。
・メインパイプを右から左へ振り、常に安定した姿勢を保ち、刈刃の左側で雑草を刈ってくださ
い。両足は肩幅よりやや広げ、右足を前に出し、すり足で前進します。右足から前に進み左足
がこれに続く、という進み方をしてください。
・草が飛び散り、キックバックを起こしやすくなるので、往復刈りや大振りをしないでください。
・刈り幅は1.5mぐらいが適当です。
・刈刃を左側に5～10°傾けて刈ると草が左側に寄るので作業しやすくなります。
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